
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カップを着脱可能に保持する保持部材をモータによりカップ取付け方向に移動する移動
手段を有し、眼鏡レンズの周縁加工時に使用するカップを被加工レンズに取付けるカップ
取付け装置において、吸着式かシール式かのカップのタイプを入力する入力手段と、前記
モータに流れる電流を検出するか、 にバネが設けられているときはバネの変
形をフォトセンサにより検出するか、いずれかの検出手段と、該検出手段の検出結果及び
前記入力手段により入力された情報に基づいて前記モータの駆動を制御して保持部材の下
降を停止させる制御手段と、を備えることを特徴とするカップ取付け装置。
【請求項２】
　請求項１の前記入力手段は、さらにカップの材質、

の少なくとも１つを入力できることを特徴とするカップ取付け装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、眼鏡レンズの周縁加工時に使用するカップを被加工レンズに取付けるカップ取
付け装置に関する。
【０００２】
【従来技術】
レンズ加工装置により被加工レンズを加工する前段階の作業として、軸出器と呼ばれるカ
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ップ取付け装置により加工時に使用するカップを被加工レンズに取り付ける。この装置と
しては、照明光により照明された被加工レンズの像をスクリーンに投影し、このスクリー
ンに投影されたレンズ上の印点と基準スケールとを観察してカップ取付けの位置合わせを
行うものがある。レンズの位置合わせができたら、カップを予め取付けておいたアームを
手の力により押し下げ、カップが被加工レンズに当接するように押し当てて、カップを被
加工レンズに吸着させている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、反射防止膜が施された被加工レンズの場合、従来の軸出装置では、カップ
を取付ける力が高すぎるとレンズが変形してコート割れが生じてしまうという問題があっ
た。また、手動操作の装置では、アームを押し下げてカップを取付ける力には個人差があ
り、操作者の違いによってもばらつきがある。
【０００４】
本発明は、上記従来技術に鑑み、被加工レンズに過大な力が加わるのを防止し、安定した
取付力で被加工レンズにカップを取付けることができるカップ取付け装置を提供すること
を技術課題とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００６】
　（１）　カップを着脱可能に保持する保持部材をモータによりカップ取付け方向に移動
する移動手段を有し、眼鏡レンズの周縁加工時に使用するカップを被加工レンズに取付け
るカップ取付け装置において、吸着式かシール式かのカップのタイプを入力する入力手段
と、前記モータに流れる電流を検出するか、 にバネが設けられているときは
バネの変形をフォトセンサにより検出するか、いずれかの検出手段と、該検出手段の検出
結果及び前記入力手段により入力された情報に基づいて前記モータの駆動を制御して保持
部材の下降を停止させる制御手段と、を備えることを特徴とする。
　（２）　（１）の前記入力手段は、さらにカップの材質、

の少なくとも１つを入力できることを特徴とする。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の形態を図面に基づいて説明する。図１は本発明に係るカップ取付けの軸出
装置の外観図である。図１（ａ）は正面図であり、図１（ｂ）は側面図である。図２は装
置内部の概略側面図、図３は装置を上から見た上視図である。
【００１４】
図１、図２において、Ｌは軸出しの基準軸を示す。本体ケース２の内部には基準軸Ｌ上に
位置する照明光源３が設けられており、本体ケース２の上部には集光レンズ４が設けられ
ている。集光レンズ４は照明光束を平行光束に整形する。集光レンズ４上面には基準軸Ｌ
を中心にして被加工レンズＬＥを載置するためのレンズ受けピン５が３本設けられている
。
【００１５】
本体ケース２の後方には円筒部１１が一体的に形成されており、この円筒部１１の内部に
はカップ取付部１０を構成するシャフト１２が上下動可能でかつ回動可能に保持されてい
る。シャフト１２は本体ケース２の底面との間に備えられたバネ１３により、カップ取付
け方向と逆方向となる上方へ常時付勢されている。バネ１３はシャフト１２の上部に設け
られたカップ取付部１０の荷重に抗して、図２に示すようにシャフト１２を持ち上げる付
勢力を持つ。１８はシャフト１２がバネ１３による付勢力により上方に抜けない様にする
抜け止め部材で、シャフト１２の下端に取付けられている。
【００１６】
シャフト１２の上部には、スクリーン板６を保持するアーム７とカップＣを保持するアー
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ム８がネジにより固定されている。アーム８の先端の下部には、カップＣが持つ基部を装
着する装着部９が設けられており、カップＣは装着部９に対して着脱自在となっている。
【００１７】
また、シャフト１２の軸上に位置するアーム上部８ａには、操作者が押す押圧面を持つ回
転ノブ１４が設けられている。回転ノブ１４の内面はアーム上部８ａにガイドされており
、回転ノブ１４はアーム８に対して上下移動可能であると共に、図示なき規制部材により
回転不能とされている。回転ノブ１４を回すことにより、アーム７、アーム８はシャフト
１２と共に、図１に示す状態からカップＣの中心が基準軸Ｌと一致する位置まで９０°回
転可能であり、その回転位置は図示なき規制部材により規制される。
【００１８】
アーム上部８ａに形成された凹部と回転ノブ１４との間にはバネ１５が入っており、回転
ノブ１４は図示のようにアーム上部８ａから抜けない構造で常に上側に付勢されている。
バネ１５はバネ１３より大きなバネ定数のもので、バネ１３にてアーム８等を上方へ付勢
する力より大きな付勢力を持つと共に、回転ノブ１４の押し下げにより所定の圧力が掛か
ったときに変形するバネ力を持つ。
【００１９】
また、回転ノブ１４の内部にはバネ力調整ネジ１６とバネ押え板１７が入っている。バネ
押え板１７には雌ネジがきってあり、バネ力調整ネジ１６と噛み合っている。バネ力調整
ネジ１６を回転させるとバネ押え板１７が上下動し、バネ１５の初期変形ばね力（カップ
Ｃの被加工レンズＬＥへの押し付け力）が調整される。また、図３に示す様に回転ノブ１
４の上面には、カップＣの被加工レンズＬＥへの押し付け力の目盛１４ａがあり、バネ力
調整ネジ１６の上面に設けられた矢印１６ａの差し示す目盛の値が設定された押し付け力
となっている。設定押し付け力を変更したい場合は、六角レンチでバネ力調整ネジ１６を
回転して調整する。本実施形態では、この押し付け力を１～５ｋｇの間で連続的に変更可
能としている。
【００２０】
以上の様な構成を備える装置において、その動作を説明する。ここでは被加工レンズの光
学中心に軸打ちする場合について説明する。
【００２１】
操作者はまず、スクリーン板６の中心を基準軸Ｌ上に位置させておき、カップ取付部１０
の装着部９にカップＣを装着する。カップＣを取り付けるときには、アーム８の先端上部
に添付されている位置決めマーク８ａに従い、カップＣが所定の方向になるよう装着部９
にカップＣの基部を挿入する。次に、予めレンズメータで光学中心を印点しておいた被加
工レンズＬＥをレンズ受けピン５に載せる。被加工レンズＬＥは照明光源３からの照明光
により照明され、その像がスクリーン板６に投影される。そして、図３に示すように被加
工レンズＬＥの印点像２１をスクリーン板６上の十字レチクルマーク６ａに合わせる。つ
まり、被加工レンズＬＥの印点中心像２１ａを十字レチクルマークの中心に合わせ、円柱
度数を含むレンズの場合には乱視軸角度を示す印点像２１ｂ、２１ｃが十字レチクルマー
クの水平線上にのるように合わせる。
【００２２】
その後、回転ノブ１４によりアーム８を９０°回してカップＣの中心を基準軸Ｌに一致さ
せ、回転ノブ１４の上部を押し下げる。回転ノブ１４を押し下げると、まずはバネ１３が
圧縮変形し、回転ノブ１４、アーム７、アーム８、シャフト１２の可動部全体が下側に移
動する。カップＣが被加工レンズＬＥの上面に当接した後も、回転ノブ１４を押し下げる
とカップＣが被加工レンズＬＥに吸着されるよになる。さらに、回転ノブ１４を押し下げ
ると、今度はバネ１５が圧縮変形をし始めて操作者が回転ノブ１４を押し下げようとする
力を吸収する。この時点で、操作者はカップＣの吸着が完了したことを、手応えで感じ取
り、回転ノブ１４を押し下げる力を弱めて、操作を終える。
【００２３】
このように、回転ノブ１４を押し下げ、カップＣが被加工レンズＬＥの上面に当接した後
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にバネ１５が圧縮変形をすることにより、操作者が必要以上に被加工レンズＬＥに押付け
ようとする力を抑えることができる。このため、レンズが変形して、レンズ表面の反射防
止膜コートが割れるといった問題を防止することができる。
【００２４】
また、カップＣの材質、形状、タイプ（吸着式、シール式）や被加工レンズＬＥの材質や
形状に応じて、バネ１５の初期変形力を変えて、カップＣの被加工レンズＬＥへの押し付
け力を変更することも可能である。このためには、六角レンチでバネ力調整ネジ１６を回
転し、回転ノブ１４の目盛１４ａ上の設定したい値に、矢印１６ａが向くようにする。
【００２５】
また、慣れない操作者が被加工レンズＬＥに軸打ちする場合、その力加減が分からない。
本装置の機構であれば、カップＣの被加工レンズＬＥへの押し付け力が略一定に保たれる
ため、慣れない操作者には特に有効である。
【００２６】
また、慣れた操作者が作業に追われ、意に反して急激に回転ノブ１４を押し下げてしまっ
た場合でも、被加工レンズＬＥに加わる衝撃力をバネ１５が吸収するので、被加工レンズ
ＬＥに衝撃力を与えないという面からも本装置は有効な機構である。
【００２７】
図４は本発明の第２実施形態を説明する図であり、先の実施形態と同一要素には同一符号
を付している。アーム８´の先端下部には、カップＣを着脱自在に保持する装着部９´が
上下移動可能で、かつ回転不能に保持されている。アーム８´の先端内部に形成された凹
部８ｂには、装着部９´をアーム８´に対して下方に付勢するバネ１５´が設けられてい
る。このバネ１５´は、先の実施形態のバネ１５と同様に、バネ１３にてアーム８´等を
上方へ付勢する力より大きな付勢力を持つと共に、所定の圧力が掛かったときに変形する
バネ力を持つ。また、アーム８´の先端内部には、バネ１５´の初期変形ばね力を可変調
整するために、バネ１５´を上から押えるバネ押え板１７´と、これを上下動させるバネ
力調整ネジ１６´が設けられている。なお、この実施形態では、回転ノブ１４´はアーム
８´に固定されている。
【００２８】
このような構成においても、手の力によりアーム８´を押し下げてカップＣを被加工レン
ズＬＥに吸着させた後、さらににアーム８´を押し下げると、バネ１５´が圧縮変形をし
始めて操作者がアーム８´を押し下げようとする力を吸収するようになる。操作者はバネ
１５´が圧縮変形したことを手応えで感じることができるので、この時点でアーム８´の
押し下げを止めることにより、過大な力を被加工レンズＬＥに掛けることなく、適切にカ
ップＣの取付けを行える。
【００２９】
なお、上記の２つの実施形態で説明したバネ１３，１５（１５´）は、他の変形可能な弾
性部材や空気式バネとしても良い。また、バネ１３に代えて、重りと滑車を利用してシャ
フト１２を上方へ付勢する機構とすることもできる。
【００３０】
図５は本発明の第３実施形態を説明する概略的なブロック図である。上記の実施形態では
何れも手動操作によりカップを取付けるものとしたが、第３実施形態はモータの駆動力に
よりカップを取付ける例である。
【００３１】
第１実施形態と同じく、カップＣはアーム４０に取付けられた装着部９に装着される。４
１は移動機構部であり、モータ４２、モータ４２の回転軸に取付けられたボールネジ４３
等から構成され、ボールネジ４３の回転によりアーム４０が上下移動される。モータ４２
は制御部４５により駆動制御される。制御部４５には諸条件を入力する入力部４６、軸打
ちを開始するスタートスイッチ４７、メモリ４８が接続されている。入力部４６では、使
用が予定されているカップＣの種類（吸着タイプ、シールを介して固定する平カップ）を
入力する。カップＣの種類に応じてカップ取付けに必要な取付け圧力が変動するためであ

10

20

30

40

50

(4) JP 3966696 B2 2007.8.29



る。なお、カップＣの種類以外にも、カップの材質、レンズＬＥの種類、コーティングの
種類により、取付け圧力を変化させる条件がある時はこれらも入力する。
【００３２】
制御部４５は入力された条件に基づき、メモリ４８に予め登録されているモータ駆動条件
（モータに供給する電力）を読み出し、モータ４２を駆動してアーム４０を下降させる。
モータ４２の駆動時には、制御部４５はモータ４２に流れる電流を検出しており、入力条
件を基に予め定められた電流値に達したらモータ４２の駆動を逆回転してアーム４０を上
昇させる。これにより、被加工レンズに過大な取付け圧力を掛けることなく、カップＣを
取付けることができる。
【００３３】
なお、取付け圧力は入力部４６により数値入力して変更するようにしても良い。また、先
の実施形態と同じように、カップ装着部９やアーム４０部分にバネと、そのバネ力を変更
する機構を設けておいても良い。この場合、バネの変形を検知するフォトセンサを設け、
この検知信号に従って制御部４５はアーム４０の下降を停止してカップ取付けを完了する
。
【００３４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、被加工レンズに過大な力が加わるのを防止し、安
定した取付力で被加工レンズにカップを取付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】軸出装置の外観図である。
【図２】軸出装置内部の概略側面図である。
【図３】軸出装置を上から見た上視図である。
【図４】第２の実施形態の装置構成を説明する図である。
【図５】第３実施形態の装置の概略構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
１　軸出装置
８　アーム
８´　アーム
９　装着部
９´　装着部
１０　カップ取付部
１２　シャフト
１３　バネ
１４　回転ノブ
１４´　回転ノブ
１５　バネ
１５´　バネ
１６　バネ力調整ネジ
１６´　バネ力調整ネジ
１７　バネ押え板
１７´　バネ押え板
４０　アーム
４２　モータ
４５　制御部
４６　入力部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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